
0.12 0.31平均値 32.03 36.58 40.88 41.24 39.02平均値 52.21 54.51 55.38 56.07 55.87

全体総括

　現状では、健全性・効率性が低いため、経営状
況の分析と施設の更新計画の見直しなどを行って
いるところである。
　一部の給水企業では、生産能力の増強を図るた
め大規模な設備投資が行われる予定であり、今後
給水収益が増える見込みである。
　安定的に工業用水を供給するために、令和4年度
に改定した経営戦略及び工業用水道施設更新計画
をもとにした中長期的な運営方針により、将来に
わたり安定した事業の継続が必要である。
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当該値 0.00 0.00
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2. 老朽化の状況

平均値 61.85 64.14 63.89 64.70 65.38平均値 44.05 45.51 44.67 41.71 47.02平均値 34.33 30.96 33.23 31.60 33.26平均値 92.20 103.39 96.49 101.92 98.05

当該値当該値 94.81 82.39 74.38 60.35 57.12 48.38 50.73 60.73 67.64当該値 46.29 48.38 50.73 60.73 67.64
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2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は平均値を下回ってい
るが、一部施設の更新工事を行う予定のため、数
値は、さらに下がる見込みである。
②管路経年化率は平均を大きく下回り、老朽化し
た管路は少ない傾向にある。
③管路更新率は、平成28年度から令和4年度までは
0％で管路の更新を行っていないためである。

　以上により、平成29年度に策定した工業用水道
施設更新計画を基に、老朽化施設等の計画的な更
新工事を行う必要がある。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04
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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

●経営の健全性
①経常収支比率は平均値より低いものの、100％以
上となっており、令和4年度は健全な経営を保つこ
とができた。
②累積欠損比率は平均値と比べてもかなり高く、
依然として厳しい状況である。
③流動比率は150％を超えているが、現金に対し毎
年償還する起債の額が高額なため平均値より低く
なっている。
④企業債残高対給水収益比率は第4工業用水浄水場
の新設により平均値よりかなり高くなっている。
⑤料金回収率は前年度と比較して改善したもの
の、平均値よりかなり下回っている。

●経営の効率性について
⑥給水原価は施設の稼働率が低く給水量に対して
の費用が多くかかることや施設の減価償却費が多
いため平均値より高くなっている。
⑦施設利用率は平均値より高い。今後も企業の増
産投資等により給水量が増える見込みである。
⑧契約率は、当初見込みよりも少ない契約水量が
続いているが、令和4年度は平均値を上回った。

　以上により、健全性・効率性ともに低いため、
施設の維持管理費等の経費削減を検討する必要が
ある。

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 85.20 90.67 95.61 102.43

類似団体平均値（平均値）

- 58.6 15 29,915 非設置 【】 令和4年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m3/日) 管理者の情報 －

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 44,230 小規模 1 29,915 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m3/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m3)

経営比較分析表／団体全体（令和4年度決算）
佐賀県　伊万里市

【事業概要】
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①有形固定資産減価償却率(％)
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④企業債残高対給水収益比率(％)
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⑥給水原価(円)
【20.26】
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